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女三代、愛と自由を求めて

　1950年代の主婦だった祖母、いま働き盛り
の開業医である母親、そして結婚をためらうキャ
リアウーマンの娘。それぞれに愛の悩みを抱え
ながら懸命に生きる女三代の物語。とりわけ、
自身の母親とも娘とも素直に向きあえない女医
の複雑な心の闇を、60歳代になったカトリーヌ・
ドヌーヴが陰影深く演じて新境地を見せる。
　南フランスの片田舎。カナダから休暇で戻っ
たオドレイ（マリナ・ハンズ）は、優しい父親と対
照的に母親マルティーヌ（ドヌーヴ）とはなぜか
話がぎこちない。２週間の滞在をと、祖父母の
遺した海辺の家にやって来たオドレイは、台所
の引き出しの奥に祖母ルイーズ（マリ＝ジョゼ・ク
ローズ）の日記帳を見つける。そこには、料理の
レシピやこまごまとした生活の記録と共に、子
どもたちを愛しながらも単によき妻、よき母
としてのみ生きる苦悩と自由な生活への憧れが
切々とつづられていた。
　隣人の老婦人から祖母ルイーズについて、美
人で“玉の輿”結婚と評判だったこと、“語学の
勉強”にバスで街へ出かける姿が噂の種になっ
たこと、いつの間にか姿が見えなくなったこと
などを教えてもらう。母マルティーヌからはた
だ「50年前にまだ幼い自分と弟を残して家出を
した冷たい母」としか聞かされていなかったの
だ。なぜ、祖母は家出をしたのか、なぜ母は祖

母について何も語ろうとしないのか。祖母の思
い出につながるものは、何1つ残っていない。
　オドレイ自身も秘かな悩みを抱えていた。カ
ナダで恋人ではない男性との間に宿した3ヵ月
の赤ん坊を生む決心がつかないのだ。仕事は続
けたい、結婚は二人とも向いていない。一人で
子どもを生み育てる決心がつかないのは、子ど
もを愛せるかどうか自信がないからだ。母親か
らの柔らかな愛情で包まれた記憶がない。母は
いつも強く厳しく正しいが、甘えたり安らいだ
りできる相手ではなかった。自分も仕事を続け
ながら心から愛情を注げるか、子どもを一人で
幸せにすることができるのか…。砂浜に寝転び、
海風に吹かれながら、オドレイは一人思い悩む。
　そして、亡母ルイーズの希望を背負って医師
として成功したマルティーヌにも、深い心の傷
があった。ルイーズの“失踪”の秘密を実は知っ
ていたのではないか、と思えるフシさえあるの
だ。すべてが痛ましい悲劇として明るみに出た
とき、マルティーヌとオドレイは、母と娘とし
て初めて心を開いて向きあう…。
　青い海、砂色の浜辺、ちょっと風変わりな白
い壁の家。あめ色の表紙の分厚い日記帳を通し
て、三世代の女たちがそれぞれに人生の断片か
ら愛の意味を発見していく。個人としての自由へ
の渇望が女性解放運動となって発火する直前の
時代のルイーズ。自由を得ながらなお心の空洞
を満たせぬマルティーヌ。教育も自由も与えられ
ながら、自分の居場所も未来への展望もつかめ
ず、混沌の底に沈みそうなオドレイ。
　エレガントで窮屈そうな50年代のドレス、堂々
たるプロフェッショナルなスーツ姿、そしてだらり
と長い上着にぶかぶかのパンツルック。三人三様
のスタイルが、「ファッションは時代と生き方の表
現」であることを実感させる。
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